
薬学科・生命創薬科学科

薬学英語B 　 English for Pharmaceutical Purpose B

　素養科目　 2 年／後期　 1 単位　必修科目

科目責任者 竹内　典子 (英語・英文学)

■ 教育目的
薬剤師、薬学研究者、医療従事者として、将来英語を使う場合に実際に必要となるのは、口語の場合も文章の場合も、専門
的言葉であろう。薬学の中でもさまざまな分野において、その分野特有の専門用語や専門的表現がある。それぞれの分野の
特殊な用語や表現をさらに広く習得し、専門家として内容のあるコミュニケーションができるようになることがこの科目の
目的である。薬学教育モデル・コアカリキュラム」に示された、薬学の各分野の英文を英米の薬学部の教科書、アメリカ政
府機関のウエブサイト、英字新聞などから選び、教材とする。現在の医療と社会の諸問題を理解し、あるべき医療の姿を考
え、医療情報の担い手として、ものの考え方を深め、倫理観、態度を養う。

■ 学習到達目標
1. 英語で書かれた科学、医療に関連する著述の内容を正確に説明できる。（知識・技能）
2. 科学実験、操作、結果の簡単な説明に関する英語表現を列記できる。（知識・技能）
3. 科学、医療に関連する簡単な文章を英語で書くことができる。（知識・技能）
4. 英語の会話を聞いて内容を理解して要約できる。（知識・技能）
5. 英語による日常会話での質疑応答ができる。（知識・技能）
6. 主な病名、組織・臓器名、医薬品名などを英語で発音できる。（知識・技能）

■ 準備学習（予習・復習）
予習：授業予定の章の英文を CD 音声を聞きながら読み、分からない単語や事柄を辞書や専門科目の教科書、
　　　あるいはインターネットなどで調べる。練習問題に自分で取り組む。
復習：学習した英文を読み直し、不明なところがないようにする。練習問題の内容も確認する。関連する分野の英文を
　　　インターネットや図書館の雑誌で探し読んでみる。またテレビの BS 放送などで外国のニュースの英語を聞く。

■ 授業内容
●医療・生命科学・薬学各分野の英文を読み、正確な読解と速読ができるようにする。
●より多くの医学用語の成り立ちを理解し、専門的英語に特徴的な語法を学ぶ。
●英文法と語法に適った英文を作り、パラグラフのつながりを考えて、英語の文章を組み立てることができるようにする。
●医療場面で応用できる英語の表現を身に付け、医療英語の発音を練習して、相手の気持ちに配慮した応答ができるように
　する。
英文のテーマ
1. Gene Technology遺伝子工学
2. Viral Infection感染症にかかる
3. Eating for Good Health栄養と健康
4. Ozone, Air Quality, and Asthma生活環境と健康
5. Drugs for Alztheimer’s Disease (Dementia)アルツハイマー病の治療薬
6. Brain Attack―A Look at Stroke Prevention and Treatment脳卒中―その予防と治療
7. Evaluation of Drugs in Humans人間における医薬品の評価
8. Compliance and Dosage Formsコンプライアンスと剤形
9. The FDA’s Drug Review Process: Ensuring Drugs Are Safe and Effective: FDA の医薬品審査プロセス：安全で有効な
　医薬品のために
10. Japanese Code of Ethics for Pharmacists薬剤師倫理規定

■ 授業分担者
Ａ組　１班：山戸　衣絵、Ａ組　２班：林　弘美、　Ａ組　３班：須川　久美子
Ｂ組　１班：山戸　衣絵、Ｂ組　２班：林　弘美、　Ｂ組　３班：須川　久美子
Ｃ組　１班：林　弘美、　Ｃ組　２班：須田　篤也、Ｃ組　３班：竹内　典子

■ 成績評価方法
定期試験（90 ％）および小テスト（10 ％）で総合評価する。

■ 教科書
『改訂版 Pharmaceutical English 2』　　日本薬学英語研究会　編著　　（成美堂）
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